
「まなざし」・・すべての人と人とがやさしい、あたたかいまなざしで互いを見つめ、
認め合い、誰もが目線を同じにして相手を思いやる平等な社会にむけて。
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写真左上：第8期提言書提出
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笠間紀子・齊藤富美江・志村美代子
竹島美香子・千葉道子・冨澤喜代美
濵砂豊子・平島よし子・山﨑和美
横山八重子・渡邉好子

三芳町女性相談

編集後記

男性（性自認を含む）全般の悩み相談

ＤＶ等に関する相談窓口
夫や恋人など親密な間柄で行われる暴力行為を、ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）といいます。
ＤＶは犯罪にもなる許されない行為です。《緊急の場合は迷わず１１０番》

「まなざし」 Ｖｏｌ.１７　２０１９・３ （年１回発行）
発行　三芳町　総務課　人権・庶務担当　☎049-258-0019

※この情報誌は男女共同参画推進会議が企画・編集しました。

〒354-8555　三芳町藤久保1100番地1
三芳町役場　総務課　人権・庶務担当
「まなざし・お便りコーナー」宛
ＦＡＸ　049-274-1055
　 soumu@town.saitama-miyoshi.lg.jp

日　時：毎月第２・４金曜日
 午前１１時～午後３時２０分
 （予約制）
場　所：役場1階　住民相談室
相談員：専門の心理カウンセラー（女性）
相談料：無料
申　込：総務課　人権・庶務担当
 ☎049-258-0019（内線404）
※電話または面談での相談ができます。
　秘密は固く守ります。

女性の目線に立った悩み・困りごと相談

実施機関・相談の名称 受付日 受付時間 電話番号

9：30～20：30

9：30～17：00
（年末年始を除く）

10：00～20：30
(祝日・年末年始・第3木曜日を除く)

9：00～17：00
（祝日・年末年始を除く）

8：30～17：15
(祝日・年末年始を除く）

24時間365日対応

2018・2019年度（第９期）
三芳町男女共同参画推進会議委員

ご意見・ご感想をお待ちしています。

男女問わずLGBTの問題も含め性別に対する表現の
仕方や言葉選びにも苦労しました。世界中の女性の考
え方も参考になりとても勉強になりました。（竹島）

男女共同参画推進会議に参加することになって早10
か月。その集大成ともいえる「まなざし」原稿作成は
大変学びの多いものでした。（千葉）

16年間の委員の思いがつながった「まなざし」に加わ
れて感無量です。さらに町民のみなさまに深くつなが
りますように。（平島）

☎048-601-2175（直通）
日　時：毎月第４日曜日
 午前１１時～午後３時
相談員：臨床心理士（男性）
相談料：無料
問合せ：With Youさいたま
 ☎048-600-3800
※匿名での相談ができます。
※日時等は問合せ先にてご確認ください。

男性相談

わたしらしいわたしであるために

048-600-3800

049-269-0110警察安全相談
（東入間警察署　生活安全課）

Ｗｉｔｈ　Ｙｏｕ　さいたま
（埼玉県男女共同参画推進センター）

埼玉県配偶者暴力相談支援センター
（埼玉県婦人相談センター ＤＶ相談担当）

埼玉県警察犯罪被害者支援室

児童相談所全国共通ダイヤル

月～土

日・祝

月～土

月～金

月～金 0120-381858
189

048-863-6060
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性
別
役
割
分
担
意
識
と
実
生
活
、
子
育
て
に
対
す

る
考
え
方
と
、
働
き
方
に
特
化
し
て
特
集
し
ま
す
。

実
際
の
調
査
で
は
、
介
護
・
人
権
・
施
策
等
多
岐
に

わ
た
っ
て
集
計
し
て
い
ま
す
。

性
別
役
割
分
担
意
識
に
つ
い
て

図
１
：「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」と
い
う
考
え
方

　
前
回（
2
0
1
5
年
）調
査
と
比
べ
る
と
、
今
回
は

こ
う
し
た
役
割
分
担
意
識
を
否
定
す
る
考
え
方
が
男

女
と
も
に
若
干
増
加
し
て
い
ま
す
。

図
２
：
家
事
の
分
担
状
況

　
男
性
は
ご
み
出
し
で
他
の
項
目
よ
り
や
や
多
く

な
っ
て
い
る
も
の
の
、す
べ
て
の
項
目
で
女
性
が「
い

つ
も
し
て
い
る
」が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

図
３
：
子
育
て
や
教
育
に
つ
い
て
の
考
え
方

　
家
事
の
手
伝
い
や
、技
術
・
家
庭
科
の
授
業
は
男

女
共
に
と
い
う
意
見
が
男
女
と
も
９
割
を
占
め
て
い

ま
す
。一
方
で
、男
ら
し
く
・
女
ら
し
く
育
て
る
ベ
き

と
い
う
意
見
が
男
性
で
は
７
割
近
く
を
占
め
、女

働
く
こ
と
に
つ
い
て

図
４
：
女
性
が
長
く
働
き
続
け
る
の
を
困
難
に
し
、
障

害
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　「
家
事
・
育
児
と
の
両
立
」が
男
女
と
も
ト
ッ
プ
、

次
い
で「
職
場
の
条
件
・
制
度
が
不
十
分
な
こ
と
」が

図
５
：
働
い
て
収
入
を
得
る
理
由
は
何
で
す
か（
現
在

働
い
て
い
る
人
）

　
男
性
は
「
生
計
を
維
持
」
が
７
割
強
、
女
性
は
「
生

活
費
補
助
」
と
「
生
計
を
維
持
」
が
ど
ち
ら
も
４
割
強

と
比
率
が
高
い
で
す
。
ま
た
「
自
由
に
な
る
収
入
が

欲
し
い
」「
社
会
と
の
つ
な
が
り
」
を
求
め
る
人
も
女

性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記
述
欄
か
ら

　
　
　
　
　

　
今
回
多
く
の
方
が
自
由
記
述
欄
に
書
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

①
男
女
平
等
や
男
女
共
同
参
画
や「
L
G
B
T
」の
共

通
の
課
題
は
、「
男
ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
」を
求
め
て

そ
の
人
ら
し
さ
を
求
め
な
い
こ
と
に
あ
る
の
で
は
。

（
７０
代
男
性
）

②
ど
う
い
う
こ
と
が
D
V
に
な
る
の
か
知
ら
れ
て
い
な

い
。
当
事
者
が
こ
れ
は
D
V
と
認
識
す
る
こ
と
が
大

切
。
逃
れ
る
に
は
ま
ず
経
済
力
。（
３０
代
女
性
）

③
女
性
リ
ー
ダ
ー
が
当
た
り
前
の
国
が
多
い
中
で
の
日

本
は
相
当
遅
れ
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
を
恥
ず
か
し

い
と
自
覚
し
な
い
限
り
男
女
平
等
は
広
ま
ら
な
い
と

思
う
。（
４０
代
女
性
）

④
男
女
同
権
、
男
女
平
等
な
ど
は
同
じ
権
利
、
同
じ
扱

い
を
受
け
る
な
ど
で
あ
る
が
、
男
女
同
質
で
は
な
い

こ
と
を
認
識
す
べ
き
。（
７０
代
男
性
）

⑤
こ
う
し
た
問
題
は
最
近
よ
う
や
く
取
り
組
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
が
、
ま
だ
ま
だ
古
い
考
え
が
残
っ
て

い
る
。
自
治
体
だ
け
で
な
く
、
民
間
企
業
も
本
気
で

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
町
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
ス
ピ
ー
ド
感
、
行
動
力
を
生
か
し
て
い
た
だ
き

た
い
。（
３０
代
男
性
）

調
査
結
果
を
み
て

　
三
芳
町
に
は
、「
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」や「
女

性
活
躍
推
進
計
画
」が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
男
女
共

同
参
画
推
進
会
議
」が
設
置
さ
れ
、
情
報
誌「
ま
な
ざ

し
」を
発
行
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
女
性
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
が
、
70
％
の
方
が
ど
れ
も
知
ら
な
い

と
い
う
結
果
が
で
ま
し
た
。

　
身
近
な
と
こ
ろ
の
情
報
が
伝
わ
り
に
く
く
、
伝
え
て

い
な
か
っ
た
の
で
は
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
伝
え
る

方
法
を
、
そ
し
て
住
民
の
声
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
す

る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

最
後
に

　
性
に
関
わ
ら
ず
、
働
き
た
い
人
が
し
っ
か
り
働
け
る

よ
う
に
、
そ
し
て
い
つ
ま
で
も
三
芳
に
住
み
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

　2019年度が第3次三芳町男女共同参画基本計画・三芳町
DV防止基本計画の事業評価・見直しの年にあたります。住民
の皆様の男女平等意識や男女共同参画の実態を把握し、基礎
資料とするため、「三芳町男女共同参画に関する住民意識調
査」を実施しました。

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
女
性
は
介
護
の
問
題
や

家
族
の
無
理
解
が
男
性
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

性
の
意
見
と
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
る
男
ら
し
く
、
女
ら
し
く
と
は
ど
ん
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

調 査 概 要

調 査 期 間：2018年7月20日
　　　　　　　　　～2018年8月20日

調 査 方 法：郵送配布・郵送回収
調査対象者：三芳町在住の20歳以上の方を対象として、
 1000名に無作為調査を実施しました。 
　　　　　（回収率39．4％）

す
ご
し
や
す
い
三
芳
を
め
ざ
し
て

住
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

特
集

いつもしている　　　ときどきする　　　しない　　　その他

食事のしたく

食料品･日用品
の買い物

洗濯

掃除

ごみ出し

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

40.7 37.7 6.814.8

81.3 10.0 5.3

30.9 47.5 17.3

79.4 16.3

33.3 40.121.6

22.2 44.4 30.2

72.7 22.0

46.9 24.7 24.1

64.6 14.8 16.7 3.8

4.3

1.0

1.0

4.9

2.4
1.9

4.3

3.3

3.1

4.8

4.3

85.2 9.1

男の子は男らしく、女の子
は女らしく、育てるべきで
ある

家事は男の子･女の子にか
かわらず、平等に手伝わせ
るべきである

男女の身体の違いや、それ
に伴う性教育は、子どものと
きから教えた方がよい

技術･家庭科などを通じて、
男女共に、実際的、実技的な
教育を行うことが必要である

そう思う　　　そう思わない　　　その他

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

68.5 22.2 9.3

49.8 45.5 4.8

85.8 8.0 6.2

94.3
2.9
2.9

82.7 9.9 7.4

84.7 12.0 3.3

87.0 6.2 6.8

90.9 6.2 2.9

そう思う　　そう思わない　　その他

2018年度

2015年度

女性

男性

22.3 61.7

28.0 59.4

23.5 60.5

21.1 64.1

16.0

12.6

16.0

14.8

女性　　　男性

家事･育児との両立

家族の介護

職場の条件･制度が不十分なこと

男性の家事･育児への参加が困難な
社会システム

女性自身の職業に対する自覚の不足

職場の結婚･出産退職の慣行

家族の無理解

82.3
71.6

66.5
56.2

49.4
50.7

25.9
41.6

18.5
12.0

18.5
12.0

9.9
15.8

生計を維持するため

生活費補助のため

将来に備えて
貯蓄するため

自分で自由になる
収入がほしいため

働くことが好きだから

社会や人との
つながりをもつため

経済的に自立するのは
あたりまえだと思うから

女性　　　男性

75.2
43.0

13.9
43.8

30.7
31.4

16.8
24.0

5.0
11.6

29.8
14.9

32.7
14.0

女性が長く働き続けるのを困難にし、
障害になっていることは図４図5 働いて収入を得る理由は何ですか（現在働いている人） 図1「男は仕事、女は家庭」という考え方

図2 家事の分担状況

図3 子育てや教育についての考え方

単位：%

単位：%

単位：%
単位：%単位：%
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　今年の平昌五輪の女性の活躍はめざましいものがありまし
たね。日本のメダル獲得数は女子が８で男子の５を大きく上回
りました。
　６月２７日におこなわれた男女共同参画全国会議は「スポーツ
を通じた女性の活躍」をテーマに女性アスリートやスポーツの
専門家の方々から現状と課題が語られました。
　１９８８年ソウル五輪の柔道メダリスト山口香さん（筑波大教
授・日本オリンピック委員会理事）は、３０年前は柔道をする女性
がいなかったので、「女のくせに」と非難され、試合後のインタ
ビューは「柔道着の下には何を着ているの？」などのセクハラ発
言だったと言います。一方、少し後の世代、１９９３年から１７年
間、世界的に活躍した元プロテニスプレーヤーの杉山愛さん
は、競技で男女差別を感じたことはない、グランドスラムの賞金

　全国から2000人余が集い、これまでの歩みと
成果に感謝しつつ、未来へ新たな一歩となること
を願って開催された。
1日目　第３分科会　政治への参加　尼崎市の
元市長、白井文さんは市議会議員に挑戦し、市政
に対して疑問をもち、その後の市長選へのチャレ
ンジにつながった。国とのパイプよりも「身を切
る改革を」との訴えが市長への道を開いたとい
う。参加者の発言に続き、「女性リーダーを受け
入れる社会の下地はできている。飛び込む勇気
だ」との訴えに、会場は「議会傍聴に行きます」
等のいろいろな「やってみます」コールとなっ
た。　
第４分科会　働き方　ここでは「キャリア」と「な
ぜ女性管理職が少ないのか」が話し合われた。
「女性の活躍」「女性の視点を生かして」という
言葉への警鐘。女性は「気配りができる」「場を
和ませる役の期待」などの思い込みが、キャリア
アップが難しい役割分担につながっていく。管理
職にならない女性について、働く側の意識の問題

つなぐ、あらたな明日へ

日本女性会議２０１８

だけでなく、雇用形態、業務内容に問題があった
事が分かった。女性には「技術を必要としない仕
事を」としてきた歴史が、今の仕事の現場をつく
っているのだと思う。
2日目 「これからの生き方、働き方のカタチ」
　医師であり作家である、おおたわ史絵さんは
医大の女性入試差別からご自身の体験を話され
た。出産や育児で休む女医が増えると他の医師
に負担がかかるからというが、それは女医の問題
ではなく、勤務体制の問題ではないのか。日本
は病院数は多いのに、医師の数は少ないと聞く。
特に女性医師は極端に少ない。（竹島・濵砂・
横山）

（注　本大会の詳細は、別途報告書にまとめましたのでご覧ください。）

参
加
者
の
感
想

は男女同額だと語りました。テニス界では、１９７３年米国の女子
テニスのパイオニア、ビリー・Ｊ・キングさんが賞金格差（女性は
男性の１／８）等、男女差別に抗議し「女子テニス協会」を作りま
した。男女対抗試合をおこなって勝利するなど戦い続け、男女
平等の道を開きました。
　チャレンジャー達の戦いの上に今の女性の活躍があるのですね。
　課題は女性アスリートの健康管理やワーク・ライフ・バランス。
子育てをしながらの競技生活や、引退した後のセカンドステー
ジをどう作っていくか。女子コーチなど指導者のロールモデル
も少ない。戦いはまだまだ続きます。
　最後に、山口香さんからのメッセージ、「女性は自分に自信が
なく成果を過小評価しがち、自信と勇気を持ちなさい」に私自身
も勇気づけられました。（平島）

男女共同参画社会づくりに向けての全国会議  東京国際フォーラムin 金沢第３５回

１日目
8月30日

　新しい暮らし方、働き方を実践している二人の話を
聞いてきました。
①「くらし」「しごと」「かせぎ」をバランス良く満たす
生き方。

②「仕事・趣味・友人・家族・恋愛」のすべてをバランス
良くこなし、生きて行く。

『すべての男女が活躍でき、働きやすく暮らしやすい社会を創る』
東京藝術大学理事・キャスター　国谷裕子

　23年間、ＮＨＫの「クローズアップ現代」のキャスター
を務め、報道という男性の多い現場で働いた経験を交
え、男女平等のこれまで、これからを話された。
　今日、女性活躍、ダイバーシティ（多様性）の必要性
は大きく取り上げられているが、日本はまだまだ世界
に遅れを取っている。2017年にはジェンダーギャップ
指数（GGI）が114位（2018年は110位）。
　女性差別意識の問題は昨今のセクハラ問題、医大入
試の女性差別等枚挙にいとまがない。

新しい暮らしのカタチとは

2日目
8月31日

《特別講演》

　「男性の失敗は、あいつは果敢に挑戦した、と許さ
れるのに、女性の失敗は長く記憶される。」という引
用もされた。
　「クローズアップ現代」の現場ではたった一人の女
性、いつも決定権は上司の男性達が持っていた。
　ある時国際会議に参加し、世界の女性が政治家と
して生き生き活躍する姿を見、女性が活躍している企
業が成功し、男性も働きやすい現状を知り、自分の問
題として考えるようになった、と結んだ。（志村・千葉）
　

こんな働き方が理解されていけば、もっと多様化した
心ゆたかな社会が実現できるのではないかと思いま
した。（齊藤）

走り出せ、 性別のハードルを超えて、今「たたえようこれまでの道、彩ろう未知なる明日」

●「多様な人と文化の共生をめざして」
の分科会では、日本人のはっきり言え
ない、どう伝えたらいいのかわからな
いことが混乱を招いていると感じまし
た。お互いを知る努力、知らせる努力
が必要ですね。

●金沢は「空から謡がふってくる」と言わ
れるほど子どもの時から能に親しんで
いる。そんな土地柄でも女性は能力が
あっても趣味の世界、そんな男性社会
の中で、記念講演の宝生流松田若子さ
んの舞と女性能楽師として道を切り開
いてきた姿勢に感動。

●昼休憩に地元高校生による
マーチングバンドの演奏が
あった。全国大会にも出場
する水準で来年は埼玉で開
かれるという。ぜひもう一度
聞きたいと思った。

●政治という世界でバイタ
リティーあふれる方々の
講演にとてもエネルギー
を感じた。

●次回は栃木県佐野市で開催です。
近いので、みんなで行ってみません
か。感動すること請け合いです。

男女共同参画推進フォーラム 国立女性教育会館（ＮＷＥＣ）ヌエック

仕事

恋愛・結婚

家族 友人

趣味

【人と人とのバランス】交換経済 【働き方のバランス】貨幣経済

【人と自然のバランス】自給経済

しごと かせぎ
【人と人とのバランス】交換経済 【働き方のバランス】貨幣経済

【人と自然のバランス】自給経済

しごと かせぎ

くらし
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　2018年、財務事務次官の女性記者へのセクシャル・ハラス
メント（以下セクハラ）やスポーツ界でのパワー・ハラスメント
が大きな社会問題となりました。
　権力を持つ者は自分の優位性に常に自覚的であるべきで
すが、特に男性はそのことに鈍感で、周りの女性の言動を、自
分に都合良く勘違いしがちです。ＮＯと言えない立場（仕事の
場を失いたくない等）からのお愛想や沈黙を自分への好意、
受容と思い込んだあげく「セクハラ」と指摘されて逆上する、
というのがセクハラの典型的な例だとセクハラ問題研究者は
言います。

　蓮池さんは1957年新潟県柏崎市生まれ。1978年7月31
日、大学3年の夏休みに帰省していた柏崎市の海岸で、当時、
恋人だった（現在の妻の）祐木子さんと2人で話をしていたとこ
ろ、複数の男たちに襲われ、無理やり袋詰めにされて、共に拉
致されました。強く殴られていたために、目はみるみるうちに
腫れた状態になったそうです。2日後に清津という港に着き、
そこから車で「招待所」と言われる工作員養成所に運ばれてい
きました。夏休みが終わるまでには日本に帰してくれと抗議を
しましたが、もちろん叶いません。
　北朝鮮での生活を余儀なくされ、人生の夢、家族の夢、命以
外すべて奪われてしまいました。言葉を覚え、祐木子さんと再
会を果たしますが、2人が帰国できたのは、拉致から24年後の
2002年10月15日でした。

　蓮池さんが拉致によって閉ざされたのは夢と希望です。家
族、友人との絆がばっさりと切られ、時間が経つにつれ、自分
は孤独なんだと感じたそうです。拉致され、24年間という長い
苦悩の時間を過ごしてきた蓮池さんにとって、生きるために大
切なのは「夢」と「絆」、この2つではないかといいます。人間は
孤立して1人では生きていけません。家族や友人、または社
会、いろいろな絆の中で幸せを感じ生きていくと同時に、それ
ぞれが自分の夢を持ち、その夢を追い、実現しながら生きてい
きます。この2つがあってこそ、真っ当で、幸せな生活ができる
と話されました。
　現在、北朝鮮に残された被害者の精神的苦痛は、極限に達
していると思います。拉致問題解決への関心を高めてほしい
と思いました。（冨澤）
　もう日本に戻れることはないという拉致の絶望感の中で
も、家族がいたから頑張れたのではないでしょうか。北朝鮮の
残酷な仕打ちに対して、怒りを覚えます。核問題が解決した
としても、拉致問題を認めた以上、北朝鮮は被害者を家族に
返す義務があると私は思います。拉致事件から40年以上経
過し、日ごろ事件に触れる機会の少ない若い世代の方々に
も、拉致問題を提起していくことが大事ではないでしょうか。
（渡邉）

わたしたちはもう我慢しない
　2017年、米国ハリウッドの女性達が映画界の性被害を訴
える「＃ＭｅＴｏｏ(私も)」[＃TimeｓUp（もうおしまいに）」と
始まった運動は「＃ＷｅＴｏｏ（私たちも）」へとつながり、世
界に影響を与えています。
　日本では必死の思いで告発した被害者が不当なバッシング
を受けるなど、二重に苦しむ現状があります。「あなたは悪く
ない。あなたのしたことは最善だった」との声が支えだったと
被害者の一人は発言しています。
　三芳町の２０１８年男女共同参画アンケートでも、世代や性
別に関わらず、セクハラ被害の声が上がってきています。なん
と２０歳代では４２％の人が被害を受けたり、見聞きしたりし
ています！三芳町も他人ごとではありません。

沈黙はハラスメントを肯定することに！
　ハラスメント被害を受けたら、きっぱり「それは○○ハラで
す！」と言いましょう。ハラスメントを見聞きしたら、「それは
アウトです！」と応援しましょう。周りの沈黙は「「○○ハラ」
を肯定することを意味します。
　財務大臣が「政治記者を男性にすれば問題が起こらな
い」、「セクハラ罪はない」等とセクハラを擁護する発言をし
たのに対し、「事務次官を女性にすべき」、「セクハラ罪をつ
くるべき」（フランスなどおよそ３０ヶ国・地域にセクハラ罪
がある）と反論の声が上がっています。
　声を上げた人の勇気をたたえ、「＃WithYou」と被害者
によりそう社会でありたいです。

嫌　が　ら　せ

？
？!

三芳町男女共同参画推進会議　活動報告
推進会議では、毎月の定例会議（第2金曜日、年間 1２回）の他、次のような活動をしてきました。

2018年度

「スポーツと女性」パネル展（藤久保公民館）開催

「マタハラのない職場づくりのために」DVD上映会開催

男女共同参画社会づくりに向けての全国会議参加

男女共同参画推進フォーラム参加

第35回日本女性会議2018 in 金沢参加

拉致問題DVD上映会開催

拉致問題パネル展（藤久保公民館）開催

６月21日～28日

６月25日

６月27日

８月30日・31日

１０月12日・13日

１１月６日

１１月６日～１１日

１１月１４日

１１月２１日

１月１６日

１月26日

３月１日

３月９日

３月２０日

町長との懇談会

男女共同参画推進条例（仮称）検討部会

男女共同参画推進条例（仮称）検討部会

ヒューマンフェスタ2019開催

情報誌「まなざし」第17号発行

まちづくりフェア出展

男女共同参画推進条例（仮称）検討部会

① 子ども・子育て審議会 
② 社会教育委員 
③ 社会福祉協議会評議員 

その他、右記の会議等に
委員として参加しています。

ハラスメント
なぜなくならない

④ 被表彰者選考委員会
⑤ 人権教育推進協議会 

　北朝鮮拉致被害者の蓮池薫さん（新潟産業大学
経済学部准教授）を講師にお招きしました。三芳町
内外から340人もの方にご来場いただきました。

チェンジン

ヒューマンフェスタ２０１９
1月26日inコピスみよし

夢と絆

  

順位
（下院）

国 名 議員数
（人）

女性
（人）

女性割合
 （％）

下院又は一院制

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１４

２８

３８

４６

60

７０

１０４

１２１

１６２

ルワンダ

キューバ

ボリビア

メキシコ

グレナダ

ナミビア 

スウェーデン

ニカラグア

コスタリカ

南アフリカ共和国

フランス  

イタリア

イギリス

ドイツ

カナダ

中国

アメリカ合衆国

韓国

日本

８０

６０５

１３０

５００

１５

１０４

３４９

９２

５７

３９７

５７６

６３０

６５０

７０９

３３７

２９８０

４２８

３００

４６５

４９

３２２

  ６９

２４１

    ７

  ４８

１６１

  ４２

  ２６

１６８

２２８

２２５

２０９

２１８

  ９１

７４２

  ８４

  ５１

  ４７

６１．３

５３．２

５３．１

４８．２

４６．７

４６．２

４６．１

４５．７

４５．６

４２．３

３９．６

３５．７

３２．２

３０．７

２７．０

２４．９

１９．６

１７．０

１０．１

資料出所    
列国議会同盟 
 「Ｗｏｍｅｎ ｉｎ Pａｒｌｉａｍｅｎｔｓ」

＊調査対象国１９３ヶ国の内、上位１０ヶ国とＧ
７とアジアの主要国、中国・韓国を抽出しま
した。

＊３０％を超えると一定の影響力を持つとされ、
日本では２０２０年までに指導的立場に女性が
占める割合にこの目標を挙げていますが、現状
はほど遠いものです。

＊日本政府はジェンダー平等と女性のエンパワー
メントのためにＵＮ ＷＯＭＥＮ（国連の基金）
へ拠出しています。対象国は、例えばカメルー
ン、南スーダンなどですが、この調査でそれら
の国の女性議員の割合はそれぞれ３１．１％、２
８，５％で、日本よりはるかに進んでいます。

＊２０１７年の調査では日本は１５７位でした。

女性国会議員の国際比較　2018.10.1
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「まなざし」・・すべての人と人とがやさしい、あたたかいまなざしで互いを見つめ、
認め合い、誰もが目線を同じにして相手を思いやる平等な社会にむけて。

三 芳 町

P２～P３
P４
P５
P６
P７
P８

もくじ

三芳町男女共同参画に関する住民意識調査

男女共同参画社会づくりに向けての全国会議／男女共同参画推進フォーラム

第35回日本女性会議２０１８ in  金沢

なぜなくならないハラスメント

「夢と絆」ヒューマンフェスタ2019／2018年度活動報告

女性相談・男性相談・DV相談・編集後記

Vol.17
2019.3

写真左上：第8期提言書提出
左下：男女共同参画週間パネル展
右上・右下：ヒューマンフェスタ2019

笠間紀子・齊藤富美江・志村美代子
竹島美香子・千葉道子・冨澤喜代美
濵砂豊子・平島よし子・山﨑和美
横山八重子・渡邉好子

三芳町女性相談

編集後記

男性（性自認を含む）全般の悩み相談

ＤＶ等に関する相談窓口
夫や恋人など親密な間柄で行われる暴力行為を、ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）といいます。
ＤＶは犯罪にもなる許されない行為です。《緊急の場合は迷わず１１０番》

「まなざし」 Ｖｏｌ.１７　２０１９・３ （年１回発行）
発行　三芳町　総務課　人権・庶務担当　☎049-258-0019

※この情報誌は男女共同参画推進会議が企画・編集しました。

〒354-8555　三芳町藤久保1100番地1
三芳町役場　総務課　人権・庶務担当
「まなざし・お便りコーナー」宛
ＦＡＸ　049-274-1055
　 soumu@town.saitama-miyoshi.lg.jp

日　時：毎月第２・４金曜日
 午前１１時～午後３時２０分
 （予約制）
場　所：役場1階　住民相談室
相談員：専門の心理カウンセラー（女性）
相談料：無料
申　込：総務課　人権・庶務担当
 ☎049-258-0019（内線404）
※電話または面談での相談ができます。
　秘密は固く守ります。

女性の目線に立った悩み・困りごと相談

実施機関・相談の名称 受付日 受付時間 電話番号

9：30～20：30

9：30～17：00
（年末年始を除く）

10：00～20：30
(祝日・年末年始・第3木曜日を除く)

9：00～17：00
（祝日・年末年始を除く）

8：30～17：15
(祝日・年末年始を除く）

24時間365日対応

2018・2019年度（第９期）
三芳町男女共同参画推進会議委員

ご意見・ご感想をお待ちしています。

男女問わずLGBTの問題も含め性別に対する表現の
仕方や言葉選びにも苦労しました。世界中の女性の考
え方も参考になりとても勉強になりました。（竹島）

男女共同参画推進会議に参加することになって早10
か月。その集大成ともいえる「まなざし」原稿作成は
大変学びの多いものでした。（千葉）

16年間の委員の思いがつながった「まなざし」に加わ
れて感無量です。さらに町民のみなさまに深くつなが
りますように。（平島）

☎048-601-2175（直通）
日　時：毎月第４日曜日
 午前１１時～午後３時
相談員：臨床心理士（男性）
相談料：無料
問合せ：With Youさいたま
 ☎048-600-3800
※匿名での相談ができます。
※日時等は問合せ先にてご確認ください。

男性相談

わたしらしいわたしであるために

048-600-3800

049-269-0110警察安全相談
（東入間警察署　生活安全課）

Ｗｉｔｈ　Ｙｏｕ　さいたま
（埼玉県男女共同参画推進センター）

埼玉県配偶者暴力相談支援センター
（埼玉県婦人相談センター ＤＶ相談担当）

埼玉県警察犯罪被害者支援室

児童相談所全国共通ダイヤル

月～土

日・祝

月～土

月～金

月～金 0120-381858
189

048-863-6060

P-A10005
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